仏教儀式・散華からみたジュエリーの造形研究  [要旨] by 崔 壽現 & SOOHYEON CHOI
    
 
 
氏名 崔 壽現 




学位論文等題目 〈論文〉 仏教儀式・散華からみたジュエリーの造形研究 
 〈作品〉 花びら吹く 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 飯野一朗 
（論文第１副査） 東京都庭園美術館 事業企画係
長・学芸員 
（） 関 昭郎 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 前田 宏智 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 桐野 文良 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  


























































































































    
 
 提出作品では修了制作から続けているチタンによる造形に挑んでいる。チタンはアルミニウムと同等
の比重であるが強度は６倍で耐食性にも優れ酸化皮膜でさまざまな色が得られるという利点がある。し
かし加工においては強度があるぶん鋼のように固く、大気中ではロウ付けが不可能という欠点もある。そ
のため順調に制作を進めるには仕上げの手順と組み立て方等を念頭において作業工程を考える必要があ
り、何を準備したら良いかが一番苦労した点だと思う。まず各パーツを成形する治具作りから、陽極酸化
したパーツを本体に取り付ける最終行程までが良く考慮されていた。陽極酸化での色彩表現も桐野先生
のご指導により施行錯誤を繰り返しながらも満足いく結果を出している。提出作品は 10点あるが内4点は
散華序章にあたる作品であり、作業上の苦労も察せられるが、この4点により他6点が見事散華をテーマと
した作品として表現出来たと思う。 
崔君は韓国出身であるが、代々家の宗教が仏教であり幼少時より釜山の街に蓮の花の灯り、ローソクが
灯される風景を見ていた事からこの作品に繋がり、良い結果が得られたと思う。今回の研究では論文、作
品共充分な成果があり大いに評価する。 
